
　

第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議

パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
16
日
、
東

北
大
学
萩
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

（
主
催
・
文
部
科
学
省
、
日
本
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
、
宮
城
教

育
大
学
）
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
を
通
じ
た
防

災
・
減
災
の
展
開
～
よ
り
良
い

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
向
け
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
山
脇
良
雄

文
部
科
学
省
国
際
総
括
官
の
挨

拶
の
あ
と
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
に
お
け
る
実
践
事
例
発
表

が
行
わ
れ
た
。
東
北
大
学
、
宮

城
教
育
大
学
、
気
仙
沼
市
立
階

上
中
学
校
か
ら
の
発
表
後
、「
災

害
科
学
科
開
設
に
向
け
た
歩
み

～
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
を

目
指
し
て
～
」
と
題
し
本
校
が

発
表
し
た
。
は
じ
め
に
、
小
泉

博
校
長
が
本
校
の
防
災
教
育
と

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
教
育
＝
現
代
社
会
の
諸

課
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉

え
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
学
習

や
活
動
を
行
う
）
の
関
係
に
つ

い
て
概
略
を
説
明
し
、
小
畑
綾

香
さ
ん（
３
年
）
と
藤
門
莉
生
君

（
１
年
）
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
で
捉

え
た
本
校
の
防
災
教
育
の
取
り

組
み
を
英
語
で
発
表
し
た
。
当

日
は
各
国
ユ
ネ
ス
コ
関
係
者
を

は
じ
め
、
中
・
高
校
生
か
ら
大

学
生
、
学
校
関
係
者
、
市
民
ら

で
千
二
百
人
収
容
の
会
場
は
満

員
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
緊
迫
す
る
雰
囲
気
の
中
、

前
を
向
き
、
し
っ
か
り
と
10
分

間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
ラ
ジ
ブ
・
シ

ョ
ウ
京
都
大
学
大
学
院
教
授
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
・
ラ
イ
ヒ
ト
 
ユ

ネ
ス
コ
本
部（
パ
リ
）
Ｅ
Ｓ
Ｄ
課

長
、
今
村
文
彦
東
北
大
学
災
害

科
学
国
際
研
究
所
所
長
ら
が
顔

を
揃
え
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ

た
。
会
場
か
ら
も
積
極
的
に
質

問
す
る
中
学
生
も
お
り
防
災
教

育
の
未
来
を
語
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
若
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

教
育
支
援
事
業
で
あ
る
B
e
y

o
n
d
 

T
o
m
o

r
r
o
w

（
以
下
ビ

ヨ
ン
ド
）

の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参

加
し
て
い

る
若
者
が

14
日
、
巨

大
台
風
ヨ

ラ
ン
ダ
の

被
災
地
で

復
興
支
援

活

動

を

行
っ
た
際

に
出
会
っ

た
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
大

学
生
と
と

も
に
来
校

し
た
。

　

一
行
は

国
連
防
災

世
界
会
議

の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
企

画
し
、
被

災
地
の
高
校
生
と
災
害
に
つ
い

て
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
こ
と

を
目
的
と
し
て
来
校
、
本
校
か

ら
は
12
名
の
生
徒
が
参
加
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
後
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
大
学
生
か
ら
は

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
文
化
や
台
風
の
被
害
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
多
賀
城

高
か
ら
は
自
校
の
防
災
教
育
活

動
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
防
災
に
関
す
る
問
題
点

や
、
災
害
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
地
域
や
学
校
）
が
果
た
す
役

割
、
災
害
の
伝
承
に
つ
い
て
話

し
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら

の
被
災
体
験
を
も
と
に
、
積
極

的
な
意
見
交
換
を
行
い
そ
の
結

果
を
共
有
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後

は
、
津
波
で
被
災
し
た
多
賀
城

市
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
屋
上
へ

移
動
し
、
津
波
が
押
し
寄
せ
て

き
た
方
向
を
見
な
が
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
当
時
の
状
況
を

視
聴
し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に

映
像
に
見
入
り
、
現
在
と
当
時

の
様
子
を
重
ね
合
わ
せ
て
い

た
。
帰
路
、
多
賀
城
駅
へ
向
か

う
途
中
の
多
賀
城
市
八
幡
地
区

で
は
、
本
校
生
が
設
置
し
た
津

波
標
識
を
た
ど
り
、
津
波
の
高

さ
を
実
感
し
た
。
ま
た
、
貞
観

津
波
で
も
被
災
を
逃
れ
た
と
さ

れ
る
「
末
の
松
山
」
に
も
立
ち

寄
り
、
英
語
で
説
明
を
加
え
て

案
内
し
た
。
短
い
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
お
互
い
の
親
交
が

深
ま
っ
た
こ
と
を
確
か
め
な
が

ら
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　

ビ
ヨ
ン
ド
で
は
今
回
、
本
校

を
訪
問
し
た
模
様
を
15
日
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表

し
た
。

　

14
日
に
本
校
を
訪
問
し
た
ビ

ヨ
ン
ド
ト
ゥ
モ
ロ
ー
は
15
日
、

T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
勾
当

台
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
ビ

ヨ
ン
ド
奨
学
生
の
学
生
が
、「
震

災
で
家
族
を
失
っ
た
、
災
害
で

1
人
の
命
も
奪
わ
れ
て
は
い
け

な
い
。
」
と
訴
え
た
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
の
学
生
か
ら
は
三
陸
や

本
校
を
訪
れ
た
と
き
の
報
告
・

提
言
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

ジ
ェ
ッ
サ
・
ラ
ビ
ラ
ッ
プ
さ
ん

は
、
「
災
害
に
よ
る
被
害
を
減

ら
す
た
め
に
は
、
教
育
が
大
切

だ
。
多
賀
城
高
校
の
標
識
設
置

活
動
は
と
て
も
い
い
例
だ
。
」

と
述
べ
た
。
そ
の
後
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
学
生

が
主
体
と
な
り
地
域
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
案
も
出
さ

れ
、
本
校
か
ら
参
加
し
た
生
徒

も
積
極
的
に
発
言
し
て
い
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
外
務
省
国
際

協
力
局
審
議
官
の
豊
田
欣
吾
氏

が
講
評
を
述
べ
、
安
倍
昭
恵
首

相
夫
人
が
学
生
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　

多
賀
城
市
で
は
19
日
、
国
連

防
災
世
界
会
議
の
関
連
事
業
と

し
て
、
市
民
を
対
象
に
減
災
に

つ
い
て
考
え
る
減
災
市
民
会
議

を
開
催
し
た
。

　

午
前
中
は
、
本
校
で
設
置
し

た
津
波
波
高
標
識
を
た
ど
る

「
伝
承
と
減
災
を
考
え
る
ま
ち

歩
き
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
催

し
は
、
被
災
直
後
の
現
地
の
写

真
を
見
な
が
ら
、
新
し
く
で
き

た
災
害
公
営
住
宅
ま
で
約
１
キ

ロ
の
道
を
歩
く
と
い
う
も
の

で
、
多
賀
城
市
と
本
校
が
連
携

し
て
行
う
初
の
事
業
と
な
っ

た
。
3
年
の
福
田
栞
さ
ん
、
2

年
の
後
藤
環
君
、沼
田
風
樹
君
、

1
年
の
岩
佐
彩
音
さ
ん
、
木
村

優
花
さ
ん
の
5
名
は
、
ガ
イ
ド

と
し
て
実
際
に
標
識
を
設
置
し

た
と
き
の
様
子
を
話
し
な
が
ら

歩
い
た
。
ま
た
、
1
年
の
北
野

健
人
君
、
藤
門
莉
生
君
、
亀
山

沙
月
さ
ん
、
加
藤
彩
理
亜
さ
ん

は
参
加
者
の
通
過
に
合
わ
せ
、

現
地
で
測
量
を
行
い
、
標
識
の

設
置
の
様
子
を
披
露
し
た
。
こ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
は
約

60
名
が
参
加
。
多
賀
城
市
民
の

他
に
も
東
京
や
埼
玉
、
外
国
か

ら
も
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

出
発
点
で
あ
る
市
役
所
で
標

　

「
ま
ち
歩
き
の
」
ゴ
ー
ル
と

な
っ
た
、
同
市
桜
木
に
新
設
さ

れ
た
災
害
公
営
住
宅
で
は
、
市

職
員
か
ら
復
興
状
況
や
住
宅
の

概
要
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は

皆
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

午
後
か
ら
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
の
座
談
会
「
た
が
女
子

会
～
減
災
の
鍵
は
女
子
力
～
」

が
開
催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は

2
年
の
藤
原
安
弥
香
さ
ん
、
佐

藤
光
さ
ん
、
中
村
梨
子
さ
ん
、

高
橋
瑞
穂
さ
ん
、
1
年
の
岩
佐

彩
音
さ
ん
、
木
村
優
花
さ
ん
が

参
加
、「
あ
の
日
、
あ
の
と
き
、

私
た
ち
が
気
付
い
た
こ
と
」
な

ど
震
災
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
っ

た
。
県
外
か
ら
も
含
め
約
30
名

の
参
加
者
は
、
高
校
生
や
大
学

生
、
主
婦
と
年
齢
層
も
幅
広
く
、

世
代
ご
と
に
様
々
な
角
度
で
震

災
を
考
え
た
。
藤
原
さ
ん
（
2

年
）
は「
普
段
接
す
る
こ
と
の
少

な
い
年
齢
の
女
性
と
の
話
し
合

い
は
、最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
け
て
楽
し

か
っ
た
。
」
と
話
し
て
い
た
。

　

　

18
日
、
東
北
大
学
災
害
科
学

国
際
研
究
所
が
主
催
す
る
～

「
生
き
る
力
」
市
民
運
動
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
～
が
、
東
北
大

学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
本
校
か
ら
は
昨
年
9
月

に
行
わ
れ
た
被
災
訓
練
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
S
E
N
D
A
I
 
C
A

M
P
」
の
発
表
を
行
っ
た
。
英

語
を
交
え
な
が
ら
1
年
の
伊
藤

い
ず
み
さ
ん
と

伊
藤
綺
花
さ
ん

が
、
自
分
た
ち

の
参
加
し
た
模

様

を

説

明
し

た
。
繁
華
街
で

大
地
震
が
発
生

し
た
時
の
リ
ス

ク
を
実
際
に
ま

ち
歩
き
を
し
な

が

ら

シ

ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
こ
と
、
避
難

所
を
想
定
し
食

事
の
配
布
作
業

を
し
た
こ
と
な

ど
、
説
明
と
感

想
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
1

年
の
北
野
健
人

君
、
亀
山
沙
月
さ
ん
が
本
校
の

防
災
教
育
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
2
年
の
千
坂
星
菜
さ
ん
、

倉
本
大
生
君
、
岩
渕
友
亮
君
は

Ｓ
Ｐ
Ｐ
事
業
で
取
り
組
ん
だ
調

査
か
ら
発
展
さ
せ
た
「
北
上
川

な
ど
に
堆
積
す
る
砂
か
ら
地
殻

形
成
を
調
べ
プ
レ
ー
ト
の
動
き

を
探
る
研
究
」
を
発
表
し
た
。

識
を
設
置
す
よ
う
に
な
っ
た
経

緯
を
説
明
し
た
3
年
の
福
田
さ

ん
は
、
「
私
も
津
波
に
襲
わ
れ

同
時
に
祖
母
を
失
っ
た
。
こ
の

経
験
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
し
た
。
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（2） 多高通信　　国連防災世界会議特集号 ２０１５年３月３１日

「
東
北
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
若
者
の
力
・

　
　
　
　
　
　

被
災
し
た
若
者
達
の
声
」

鈴
木
奈
々
子
さ
ん
の
感
想

　

外
国
の
人
た
ち
は
日
本
人

よ
り
防
災
や
災
害
に
対
し
て

関
心
が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

し
、私
自
身
あ
ま
り
考
え
た

こ
と
が
な
か
っ
た
「
災
害
の

伝
え
方
」に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。　

伊
藤
綺
花
さ
ん
の
感
想

　

防
災
会
議
を
通
し
て
、防

災
は
常
に
身
近
な
存
在
と
し

て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
た
。会
議
で
提
案
さ
れ
た

こ
と
を
少
し
ず
つ
実
践
し
た

い
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
後

安
倍
昭
恵
首
相
夫
人
と
記
念
撮
影

左
か
ら
鈴
木
奈
々
子
さ
ん
、安
倍
夫
人

郷
右
近
香
那
さ
ん
、小
畑
綾
香
さ
ん

発
表
す
る
小
畑
さ
ん(

左)

、藤
門
君(

中
央)

、小
泉
校
長(

右)

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
紹
介
を
す
る

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ル
ナ
ラ
ン
さ
ん

テ
レ
ビ
局
の
取
材
も
入
る
中
、
参
加
者
に

説
明
す
る
福
田
さ
ん(

左)

と
岩
佐
さ
ん(

右)
多
賀
城
市
が
作
成
し
た
「
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
」

津
波
標
識
設
置
路
線
の
一
部
と
な
っ
て
い
る

朱
書
き
さ
れ
た
経
路
を
歩
い
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
中
村
さ
ん
、

藤
原
さ
ん
、高
橋
さ
ん

被
災
訓
練S

EN
D
AI

 
CA

M
P

の
報
告
を
す
る

伊
藤
い
ず
み
さ
ん(

右)

と
伊
藤
綺
花
さ
ん(

左)




